
【４】

町
で
は
、
平
成
十
六
年
度
の
決

算
に
基
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
財
産
の
中

身
や
財
政
状
況
を
示
し
た
表
で
、

貸
借
対
照
表
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側
は
、
町

が
所
有
す
る
資
産
（
土
地
、
建
物
、

現
金
な
ど
）
で
、
右
側
は
資
産
形
成
に
要

し
た
負
債
（
借
入
金
な
ど
）
と
正
味
資
産

（
資
本
金
な
ど
）
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
作
る
こ
と
で
、
町
に
ど
の
く
ら
い
財

産
が
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
借
金
を
抱
え
て

い
る
の
か
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

町
が
一
年
間
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
資
産
を

ど
れ
だ
け
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
把

町
で
は
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
財
政
運
営

を
進
め
る
た
め
の
「
財

政
計
画
２
０
０
５
」（
一

般
会
計
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
予
想
が
ま
っ

た
く
困
難
な
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ

ど
総
務
省
か
ら
示
さ
れ

た
地
方
財
政
収
支
の
仮

試
算
を
基
に
こ
れ
ま
で

の
財
政
計
画
を
作
り
直

し
た
も
の
で
、
来
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第

八
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
（
平
成
十
八

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
カ
年

間
）
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
運
営
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
回
復
し
が
た
い
景

気
と
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
い
、
町

税
や
地
方
交
付
税
、
補
助
負
担
金
は
減
少
。

歳
入
総
額
も
年
々
減
少
し
、
平
成
十
七
年

度
と
二
十
二
年
度
を
比
べ
る
と
一
三
・

九
％
減
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
歳
出
で
は
第
八
次
総

合
発
展
計
画
の
五
カ
年
間
の
事
業
が
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
着
実
な
事
業
推
進
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
が
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
二
十
年
度
ま
で
の
三
カ
年
で
二
億
六
千

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
16
年
度
）

町
民
�
人

当
た
り

資
産
は
178
万
円
、負
債
は
60
万
円
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千
葉
県
山
田
町
と
本
町
の
姉
妹
都
市
終

結
確
認
式
が
十
月
二
十
二
日
、
役
場
特
別

応
接
室
で
開
か
れ
、
来
年
三
月
二
十
六
日

を
も
っ
て
姉
妹
都
市
を
発
展
的
に
終
結
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
千
葉
県
山
田

町
が
来
年
三
月
二
十
七
日
に
近
隣
町
村
と

合
併
し
て
香
取
市
に
な
り
、
縁
結
び
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
山
田
町
」の
名
称
が

消
え
る
こ
と
か
ら
、
合
併
の
前
日
を
も
っ

て
終
結
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

式
に
は
、
千
葉
県
山
田
町
か
ら
高
岡
顯

尚
町
長
、
木
内
正
直
町
議
会
議
長
、
高
木

茂
総
務
課
長
ら
四
人
、
本
町
か
ら
沼
崎
喜

一
町
長
、
川
村
永
爾
助
役
、
松
尾
光
信
教

育
長
、
佐
々
木
良
一
町
議
会
議
長
、
昆
暉

雄
町
議
会
副
議
長
ら
十
二
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
終
結
確
認
書
の
署
名
に
先
立
ち
、

沼
崎
町
長
が
「
二
十
年
間
の
深
い
交
流
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ぬ
友
好
の
心
は
持
ち
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に

対
し
、
高
岡
町
長
は
「
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
香
取
市
の
中

で
山
田
と
い
う
地
域
性
は
失
わ
ず
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
深
い
お
付
き
合
い
に
感
謝
し
ま
す
と

と
も
に
岩
手
県
山
田
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
両
町
長
が
終
結
確
認
書
に
署
名
し
、

交
換
し
ま
し
た
。

本
町
の
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
全
国
の
「
山
田
」
の
つ
く
市

町
村
に
呼
び
掛
け
、
千
葉
県
山
田
町
と
姉

妹
都
市
を
締
結
し
た
の
が
昭
和
六
十
年
十

月
二
十
日
。
以
来
二
十
年
に
わ
た
り
児
童

生
徒
の
相
互
訪
問
や
物
産
交
流
な
ど
を
通

じ
て
友
好
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
来

春
を
も
っ
て
自
治
体
と
し
て
の
交
流
は
終

結
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
友

好
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
、
今
後
も
民
間

レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
続
い
て
い
く
こ
と
に

期
待
し
ま
す
。
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葉
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来
春
を
も
っ
て
20
年
の
歴
史
に
幕

左から、佐々木良一町議会議長、沼崎喜一
町長、高岡顯

けん

尚
しょう

町長、木内正
まさ

直
なお

町議会議長

【５】

握
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

一
般
会
計
と
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

を
合
算
し
た
普
通
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
左
表
の
と
お
り
で
、
資
産
総
額
は
三

百
七
十
億
五
千
四
百
二
十
一
万
円
（
町
民

一
人
当
た
り
百
七
十
七
万
七
千
百
八
十
一

円
）、
負
債
総
額
は
百
二
十
五
億
二
千
七

百
二
十
六
万
円
（
同
六
十
万
八
百
二
十
八

円
）、
正
味
資
産
総
額
は
二
百
四
十
五
億

二
千
六
百
九
十
五
万
円
（
同
百
十
七
万
六

千
三
百
五
十
三
円
）
に
な
り
ま
す
。

町
の
会
計
は
、
普
通
会
計
の
ほ
か
に
６

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
す
べ
て
総
計
し
た
「
連
結
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
」
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
る
と
町
の
資
産
総
額
は
四
百
八
十

八
億
七
千
百
二
十
七
万
円
、
負
債
総
額
は

百
八
十
二
億
六
千
三
百
十
三
万
円
、
正
味

資
産
総
額
は
三
百
六
億
八
百
十
四
万
円
と

な
り
ま
す
。

万
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金

（
預
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て
運
営
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
建
設

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
か
な
り
の
縮
減
と
な

り
、
今
後
は
地
方
債
残
高
（
借
金
）

や
公
債
費
（
借
金
返
済
）
が
減
少
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
将
来
へ
の
負
担

は
軽
減
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
財
政
再
建
団
体
（
民
間
で
い

う
破
産
）
へ
の
転
落
を
回
避
す
る
た
め
、

行
政
改
革
に
沿
っ
て
人
件
費
の
削
減
や
公

共
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、
歳
出
規
模
を

縮
減
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
身
の
丈
に

あ
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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◆普通会計のバランスシート（平成17年３月31日現在）

資　　産
370億5,421万円

（前年度より２億8,921万円増）

町にどのような資産があるかを表
示。町はこれらの資産（土地、建物、
現金など）を有効に活用することで、
町民の皆さんにさまざまなサービス
を提供することができます。

１．有形固定資産 339億7,562万円

（うち土地　53億5,258万円）

２．投資等 12億721万円

３．流動資産 18億7,138万円

負　　債
125億2,726万円
（前年度より387万円減）

町にどれくらいの負債があるかを
表示。毎年度の経費に加えて、これ
らの負債返済のため、町民の皆さん
に負担を求めることになります。

１．固定負債 117億3,715万円

２．流動負債 ７億9,011万円

正味資産
245億2,695万円

（前年度より２億9,308万円増）

資産の形成に充てた国・県支出
金、町税などを表示しています。

１．国県支出金 99億7,019万円

２．一般財源等 145億5,676万円


